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まずは意識改革から

　本日のセミナーのメイン・テーマ
は「働き方改革」です。私は半世紀
前、時代の最先端でそれをやりまし
た。NHKに在籍しながら、副業を
行ったのです。後ほどお話しします
が、副業はうまくいったものの、そ
の後に苦労した経験があります。今
は働き方改革の中で、政府主導で副
業を勧めていますが、私としては「政
府が副業を推奨する時代になったの
か」と感慨深いものがあります。
　私は1970年にNHKに入局いたし
ました。NHKでは、新入社員は最
初に地方局へ配属されます。私は、
NHK山形放送局に参りました。私
は高校時代からNHKの放送コンテ
ストに出ていまして、初めからアナ
ウンスはうまいほうでしたから仕事
にはすっと馴染めたのですが、街に

馴染めずに困っておりました。行き
つけの店で「この街はつまらない」
と嘆くと、「何がそんなにつまらな
いんだ」と言われました。私は「ジャ
ズ・ボーカルを聞きながら、ウイス
キーが飲める店がない」と答えたと
ころ、「あるわけないだろう。自分
でやるしかないよ」と言われたので
す。それを聞いて私は、ああ、自分
でやればよいのかと思いました。
　当時のNHKの就業規則には、「副
業は、上司の許可を得ること」とあ
りました。これは普通に考えれば

「やってはいけない」という意味で
すが、これを素直に文字通りに読む
と上司の許可をもらえばいいという
ことになります。そこで私は上司に
頼み、許可を得て、ジャズ・スポッ
ト「レフティ」というおしゃれな店
を開きました。私はNHKの仕事を
しつつ、人を雇ってお店を運営し、
１日の終わりには鍵を閉めに私が店

に行くという生活を送っておりまし
た。店は順調で、東京からジャズ・
ミュージシャンを呼んで演奏しても
らい、私自身もジャズ・ボーカルを
やっていたものですから一緒に歌っ
たりして楽しく過ごしていました。
　しかし、それによってどういうこ
とが起こったか？ 組織がバラバラ
になったのです。
　昨今では働き方改革といいます
が、働き方改革の前にまず意識改革
をやらないと、組織がバラバラにな
るということは言っておきたいと思
います。私が山形で副業をしていた
頃、尊敬していた先輩に「お前が副
業を始めたばかりに、今、組織はバ
ラバラだぞ」と諭されました。先輩
は「大きな組織は“集団貧乏ゆすり”
だ」というんですね。例えば選挙の
ような大きな出来事が起こるまで、
皆は貧乏ゆすりをしながらじっと
待っているのに、お前は一人で好き

高齢化や労働人口の減少に直面する日本にとって、働き方を変え、労働生産性を改善することは喫緊
の課題である。しかし、現状では肝心の働き方が従来から変わっていないと感じている人が少なく
ないだろう。そこで東芝デジタルソリューションズは、働き方改革のしくみを提供する企業とそれ
を利用する従業員それぞれの立場にたって、これらの問題解決の糸口を探るセミナーを開催した。
当日は、NHKを退職後フリーのキャスターとして活躍する宮川俊二氏が情報マネジメントについ
ての基調講演を行った。ここでは宮川氏が講演で語った内容の一部を抜粋して紹介する。

「働き方改革」が何を変えるのか？ ～働き方を決められない日本人へ～

“世の中”を読み取る力
ちから

～正しい判断を導く為の情報マネジメント～
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なことをやっていると注意されまし
た。プロレス技のように組織が人を
押さえ込んでいる状態で、誰か一人
が足をロープにかけていると、なか
なか組織がまとまりません。それを
私がやってしまったんですね。その
後、私はほとんど仕事がない局に回
されました。やはり、当時の副業は
まだ早すぎたのかもしれません。
　私はNHKの早期退職制度を利用
して依願退職でやめたのですが、そ
の後、フジテレビを始め民放のキャ
スターもたくさんやったのですが、
副業の問題もあったため、NHKと
してはなかなか使いにくかったよ
うで、退職後はあまり呼んでいただ
けませんでした。それが、2017年
３月、NHKの大阪放送局で「ドラ
ムでクッキング」という珍しい番組
に呼んでいただきました。私が司
会で、ゲストがドラマーというスタ
イルで、女優のシシドカフカさん、
LUNA SEAのドラマーの真矢さん
です。料理もリズムだということで、
例えばシシドカフカさんが叩くドラ
ムのリズムに合わせて調味料を混ぜ
るといったシュールな番組です。そ
の番組に呼ばれた時に、「私はいわ
ば“脱藩者”ですし、副業の問題も
ありましたが、大丈夫ですか」と尋
ねたところ、プロデューサーが「宮
川さん、あれ以来、NHKには副業を
認める規則がなくなりました」とい
われて恐縮いたしました。ただし、
今の時代の流れからすると、必ずま
た副業を許可するようになるでしょ
う。組織改革、働き方改革は制度上
の問題を整えるだけではなく、皆が
意識を変えてやらないとうまくいか

ないということを、覚えておいてい
ただければと思います。

大転換期の到来

　世の中を読み取る力について、お
話しします。情報を扱うのは私た
ちTVに関わる者の仕事ですが、今、
TV業界は“読み取る力のない集団”
になってしまっています。世の中全
体が大きく変わろうという時に、ま
だかつての全盛期の夢を追っている
んですね。なぜTVは情報を読み取
れなくなっているのかを話すこと
で、皆さんにとっての反面教師とし
ていただければと思います。
　今は、社会の大転換期であり、情
報に関しても同じことです。情報
を広告費の面からみると、インター
ネットの総広告費が2016年に初の
１兆円を超えました。これは非常に
大きなトピックスとなりましたね。

NHKは受信料ですが、民放は広告
費で成り立っております。広告費の
伸び率は、TVは1.3%で、2016年は
総額１兆9657億円です。一方、イン
ターネット関連の伸び率は13%、総
額1兆3100億円にまでなっていま
す。このペースでいくと、２〜３年
後にインターネット関連の広告費が
TVを超えます。以前から「やがて
超えるだろう」とは言われておりま
したが、これほど急速な流れになる
とは、私自身も想像ができませんで
した。
　広告費について詳しく見ていく
と、日本で最初にTV広告が出たの
が1953年、内容は「セイコー社の時
計が正午をお知らせします」という
ものでした。この時代は新聞が広告
費全体の７割を占めていましたが、
1975年、TVの広告費が新聞の広告
費を抜きました。1990年代の始め
にはバブルが崩壊し、同時期にイン

宮川俊二氏
早稲田大学卒業後、NHKに入局。1993年に依願退職。現在は、報道・情報・クイズ・バラ
エティー等多方面で活躍。講演テーマに「ニュースの目～報道キャスターの裏側」、「地方
創生～食と情報発信」、「世の中を読み取る力～正しい判断を導く為の情報マネジメント」、
「今、求められる消費者の自立」等。
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ターネットが登場してきましたが、
その時はまだインターネットに広
告を掲載するイメージはありませ
んでした。その後、景気の悪化とと
もにスポンサーが広告の媒体、そし
て番組を選別する時代になります。
2016年の新聞の広告費は5400億円
ですから、既にオールド・メディア
になりつつある状況だと分かるで
しょう。先ほどTVの伸び率は1.3%
と申し上げましたが、このうち地上
波は1.6%、衛星は3.9%の伸びです。
ここにも、世の中の傾向が変わって
きていることが表れていると思いま
す。
　このように、広告費一つをとって
みても、時代が大転換期にあること
が分かるはずです。

情報の読み取り方

　TVの世界では、情報をどう読ん
でいるのでしょうか。ここ数年、メ
ディアは読み取る力が足りずにいく
つか大きな失敗をしています。代表
的な例は、去年のアメリカ大統領選
です。トランプ氏が大統領になると
は、誰も思いもよりませんでした。
これは世論調査をきちんと読みきれ
なかったことが原因です。世論調査
では、クリントン氏が優勢と出てい
ました。一方、トランプ氏のSNSで
の「いいね」が６億、クリントン氏
が４億ですから、この値でトランプ
氏が優勢だと読まなければいけな
かったとソーシャル・メディア世代
の方々は言っています。もちろん、

「いいね」の数だけで分かるもので
はありませんが、１つのデータとし

て見ておくべきでした。
　私たちはなぜ失敗したのでしょう
か？ やはり、最初から「まさか」と
いう思い込みを持って、ものを見て
いたということが要因の１つだと思
います。
　また、ツールに頼り切っているこ
とも問題です。TVでいうと「毎分
視聴率」、これに1992年頃から業界
が支配されるようになりました。視
聴率調査を行っている600世帯が何
を見ているのか、分刻みで分かるの
です。誰が映った時に視聴率が上が
る・下がるということが一目瞭然に
なりました。昔は優れたプロデュー
サーがいて、「今、世の中で何が起
こっているのか、世の中は何を求め
ているのか」を読み、創造力を駆使
して番組をつくっていました。今は
ツールに引っ張られすぎています。
メディアが弱体化したといわれるの
は、こうしたところにも原因がある
のではないでしょうか。
　ドラッカーは「予期せぬ成功がも
たらすイノベーションの機会を利用
するには分析が必要である」と書い
ています。「予期せぬ成功」は何か
の「兆候」かもしれません。何年か前、
2月のデパートでやたらと中国語の
会話が聞こえてきました。中国や台

湾の旧正月、富裕層の人たちが日本
に入ってきていたのです。デパート
はその期間だけ急に売り上げが伸び
たはずです。それは2017年、訪日客
が2800万人を越えるという今のイ
ンバウンドブームの前触れだったの
です。それを捉えて対応したデパー
トがあったでしょうか。
　私は消費者をピラミッドに例え、
3層に分類して考えます。一番上
が高感度の人、2段目がそのフォロ
ワー、3段目が無関心層です。先駆
けになる高感度の人の動きを見てい
ると、そこに追随する次の層の動き
を読むことができます。爆買いの次
に何が起こるか、モノからコトへの
動きは分かっていたはずです。私た
ちはつい漫然と何かの「兆候」を見
逃し、成功へのチャンスをつかみ損
ねているかもしれません。
　情報が溢れる現代、その収集と分
析がますます重要になっています。
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